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【緒言】
矯正歯科治療の目的の一つとして卸 ロのとれた形態と機鹿の獲得が挙げられる｡不正唆合
者では歯列や顎骨の形態異常のみならず,顎口腔系の機能異常を伴うことが多い｡矯正治療
では顎顔面液態や攻合の形態的改善だけでなく,下顎運動や岨噂運動の機能と形態の調和を
求める必要がある｡診断や治療計画立案の際,顎顔面形態と顎運動機能の関連に対する理解
が重要である｡しかし,顎運動機能がいかに顎顔面形態の影響を受けるかについては未だ不
明な点が多い｡そこで本研究では,下顎限界運動である帝大開閉口運軌 前方限界運軌 側
方限界運動の3つの被験動作について,下顎頭と下顎切歯の2点における運動変量が,側貌
骨格形態における形態的特徴を示すどのような指標に対して相関を示すかを検許した｡
l方法】r
岡山大学病院矯正歯科に来院し,顎運動機能検査を受けた全女性患者から,思春期以降の
成人で矯正歯科治療の未経験者 178名を選択し,その中から重度歯周炎や多数歯欠損患者,
開口障害や顎関節症状を有する者,先天性疾患を伴う者,顎関節損傷の既往者,顎運動異常
のあろ者,偏位患者を除外した110名全てを被験者とした｡側貌骨格の形態評価には側面頭
部エックス線規格写真から得られる計測値を用いた｡下顎運動の記録には三次元6自由度顎
運動解析システムを用いた｡被験動作として最大開閉口運動,前方限界運動,側方限界運動
を行い,下顎頭 ･下顎切歯の運動を記録した¢それぞれの運動変量は前後(Ⅹ),左右(Y),
上下(Z)方向,三次元的運動距離(U-√x2+Y2+Z2)の4項目で分析した｡そして,下顎限界
運動時の下顎頭 ･下顎切歯の運動変量と骨格形態計測値の間で回帰分析を行った｡
【結果】
最大開閉口運動時,下顎切歯の前後運動変量は下顎角 (GoA),顔面高 (N-Me),下顔面高
(Me伽F)/,下顎骨稔長 (ArL-Me)と正の相関を示した｡下顎切歯の上下運動変量は下顎下縁
平面角 (Mp-SN),前脳頭蓋底長 (S-N),上顎骨長 ㌧(PTM-Ann),下顎枝長 (Ar･Go)･下顎
骨総長 (Ar-Me)と正の相関を示したO下顎切歯の三次元的運動距離は下顎骨体長 (Go･Me),
下顎校長 (Ar-Go),下顎骨嘩艮 (Ar-Me)と正の相関を示し,下顎枝後縁平面角 (Rp-SN)
と負の相関を示した｡
前方限界運動時,下顎頭 ･下顎切歯の前後運動変量は下顎枝後縁平面角 (Rp-SN),上下顎
骨の前後的位置関係 (AND)`,上顎骨長 (PTM-Amp)と正の相関を示し,下顎骨の前後的位
置 ､(SNB),下顔面高 (MeMF),下顎横長 (Ar-Go),下顎骨総長 (Ar.Me)と負の相関を示
した｡下顎頭･下顎切歯の上下運動変量は下顎枝後縁平面角 (Rp･SN),上下顎骨の前後的位
置関係 (ANB)と正の相関を示し,下顎骨の前後的位置 (SNB),下顎骨体長 (00-Me),下
顎枝長 (Ar･Go),下顎骨森長 (Ar-Me)と負の相関を示した.下顎頭 ･下顎切歯の三次元的
運動距離は下顎枝後縁平面角 (Rp-SN),上下顎骨の前後的位置関係 (AND),上顎骨長
(pTM･A伽F)と正の相関を示し,下顎骨の申後的位置 (SNB),下顎骨体長 (GoIMe),下
顎枝長 (AトGo),下顎骨総長 (AトMe)と負の相関を示した｡
側方限界運動時,非作業側下顎頭の左右運動変量は上顎骨の前後的位置 (S対A)と正の相
関を示した｡非作業側下顎頭の上下運動変量は下顎下縁平面角 (Mp-SN),下顎枝後縁平面
角 (Rp-SN),上下顎骨の前後的位置関係 (ANB),上顔面高 (NnW),上顎骨長 (PTM-A爪rF)
と正の相関を示し,下顎骨の前後的位置 (SNB)と負の相関を示した｡非作業側下額頭の三
次元的運動距離は下顎枝後縁平面角 (Rp-SN),上下顎骨の前後的位置関係 (AND)と正の
相関を示した｡下顎切歯の左右運動変量は上顎骨の前後的位置 (SNA),下顎骨の前後的位l
置 (SNB)と正の相関を示し,前脳頭蓋底長 (SJN)と負の相関を示した｡下顎切歯の上下
運動変量は上顔面高 (N伽F)と正の相関を示し,.下顎枝長 くAr-Go)と負の相関を示した｡
下顎切歯の三次元的運動鮭離は下顎枝後縁平面角 (Rp-SN),上下顎骨の前後的位置関係
(AND),上顔面高 (N伽F)と正の相関を示し冬｡
【まとめ】
本研究の結束,下顎頭の運動変量は最大開閉口運動では骨格形態の影響を殆ど受けないの
に対して,前方限界運動では下顎骨の位置が後退するほど,上下顎骨の前後的位置関係
(ANB)が大きくなるほど,下顎骨が小さくなるほど,下顎枝が時計方向に傾斜するほど,
下顎頭の移動量が有意に大きくなった｡ 側方限界運動では,P値で評価すると前方限界運動
ほどではないものの同様な傾向が静められ,上下顎骨の前後的位置関係,下顎枝後縁平面角
との間に有意な相関が羅められた｡一方,下顎切歯の運動変量は,最大開閉口運動では下顎
骨の大きさを示す指標が大きいほど,下顎枝が反時計方向に傾斜するほど,大きくなった｡
側方限界運動と前方限界運動では,~下顎切歯の運動変量は下顎頭運動変量と同様な項目と相
関が課められた｡
本研究では,下顎頭と下顎切歯の運動変量が前後,左右,上下のどの成分において骨格の
形態的特徴に影響を受けやすいかについて注目したところ,最大開閉口運動では主に下顎切
歯の前後 ･上下運動変量が,前方限界運動では下顎頭 ･下顎切歯両方の前後 ･上下運動変量
が,そして側方限界運動では非作業側下顎頭の上下運動変量が影響を受けることが明らかと
なった｡
そして,3つの限界運動に共通して相関する形態指標として下顎枝後縁平面角の存在を明
らかにした｡すなわち,下顎枝が反時計方向に傾斜するほど,最大開閉口運動時の下顎切歯
運動変量は大きくなるが,前方限界運動 ･側方限界運動時の下顎頭 ･下顎切歯運動変量は小
さくなることが分かった｡
これらのことから,下顎限界運動がどのような骨格的特徴に影響を受けるかが明らかにな
り,下顎限界運動を評価する際に側貌骨格形態を考慮する必要性が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
矯正治療の計画立案および診断を行う際,顎顔面形態と顎運動機能の関連を理解する必要が
ある｡しかし,顎運動機能と顎顔面形態の関係は未だ不明な点も多い｡側貌骨格形態と下顎限
界運動の関係について論じた従来の研究では,下顎運動を開始点から限界点までの距離でしか
評価しておらず,それを三次元方向別,すなわち前後,左右,上下方向別に分割 ･評価し,側
貌骨格形態との関連性について調べたものほない.そこで本研究では,下顎限界運動時の下顎
頭および下顎切歯の運動を三次元方向別に評価して,側貌骨格形態との関係を検討することに
よって,側貌骨格形態が三次元の如何なる運動方向に影響を及ぼすかを明らかにしている｡
被験者は若年成人女性患者 110名であり,矯正歯科治療既往者,重度歯周炎や多数申欠損患
者,開口障害や顎関節症状のある者,先天性疾患を伴う者,顎関節損傷の既往者,顎運動異常
のある者,顎偏位患者を除外し,可能な限りの交絡因子を排除している｡側貌骨格の形態評価
には側面頭部エックス線規格写真から得られる計測値を用いている｡下顎限界運動の記録には
三次元6自由度顎運動解析システムを用い,最大開閉口運動,前方限界運動,側方限界運動時
の下顎頭および下顎切歯q)運動を計測している｡各々の運動変量は前後,左右,上下方向,三
次元的運動距離で分析している｡そして,各下顎限界運動時の下顎頭および下顎切歯の運動変
量と側貌骨格形態計測値の間で回帰分析を行い,両者の関係について検討している｡
最大開閉口運動時,下顎頭運動変量と相関を示す骨格形態項目はなかったが,下顎切歯の前
後･上下運動変量と骨格形態の間には多くの相関が示された｡前方限界運動では,下顎頭およ
び下顎切歯のとくに前後･上下運動変量と骨格形態の間に多くの相関が示されている｡側方限
界運動時の下顎頭運動と骨格形態の相関関係は前方限界運動と骨格形態との関係と類似する
ことが明らかになっている｡
下顎限界運動時の下顎頭および下顎切歯の運動を三次元方向別に測定し,それらと側貌骨格
形態との相関を調べることによって,従来の報告よりも詳細に両者の相関関係を明らかにして
おり,今後の臨床-の応用が期待される｡したがって,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文
に値するものと認めた｡
